
- -1

○

保
険
業
法
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）

改

正

案

現

行

（
保
証
金
の
額
）

（
保
証
金
の
額
）

第
四
十
一
条

法
第
二
百
九
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
保
証
金

第
四
十
一
条

法
第
二
百
九
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
保
証
金

の
額
は
、
二
千
万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
保
険
仲
立
人
の
最
初
の
事
業
年
度
終

の
額
は
、
四
千
万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
保
険
仲
立
人
の
最
初
の
事
業
年
度
終

了
の
日
後
三
月
を
経
過
し
た
日
以
後
に
お
い
て
は
、
当
該
保
険
仲
立
人
の
各
事

了
の
日
後
三
月
を
経
過
し
た
日
以
後
に
お
い
て
は
、
当
該
保
険
仲
立
人
の
各
事

業
年
度
開
始
の
日
以
後
三
月
を
経
過
し
た
日
（
次
条
及
び
第
四
十
四
条
に
お
い

業
年
度
開
始
の
日
以
後
三
月
を
経
過
し
た
日
（
次
条
及
び
第
四
十
四
条
に
お
い

て
「
改
定
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
各
事
業
年
度
終
了
の
日
後
三
月
を
経
過

て
「
改
定
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
各
事
業
年
度
終
了
の
日
後
三
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
す
る
保
証
金
の
額
は
、
当
該
各
事
業
年
度
開
始

す
る
日
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
す
る
保
証
金
の
額
は
、
当
該
各
事
業
年
度
開
始

の
日
の
前
日
ま
で
の
過
去
三
年
間
に
当
該
保
険
仲
立
人
が
保
険
契
約
の
締
結
の

の
日
の
前
日
ま
で
の
過
去
三
年
間
に
当
該
保
険
仲
立
人
が
保
険
契
約
の
締
結
の

媒
介
に
関
し
て
受
領
し
た
手
数
料
、
報
酬
そ
の
他
の
対
価
を
合
計
し
た
金
額
（

媒
介
に
関
し
て
受
領
し
た
手
数
料
、
報
酬
そ
の
他
の
対
価
を
合
計
し
た
金
額
（

当
該
金
額
が
二
千
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
二
千
万
円
と
し
、
当
該
金
額
が
八

当
該
金
額
が
四
千
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
四
千
万
円
と
し
、
当
該
金
額
が
八

億
円
を
超
え
る
場
合
は
八
億
円
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

億
円
を
超
え
る
場
合
は
八
億
円
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

（
保
証
金
の
一
部
に
代
わ
る
保
険
仲
立
人
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
内
容
等
）

（
保
証
金
の
一
部
に
代
わ
る
保
険
仲
立
人
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
内
容
等
）

第
四
十
四
条

保
険
仲
立
人
は
、
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
の
保
険
仲
立
人
賠

第
四
十
四
条

保
険
仲
立
人
は
、
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
の
保
険
仲
立
人
賠

償
責
任
保
険
契
約
（
次
項
に
お
い
て
「
賠
責
保
険
契
約
」
と
い
う
。
）
を
締
結

償
責
任
保
険
契
約
（
次
項
に
お
い
て
「
賠
責
保
険
契
約
」
と
い
う
。
）
を
締
結

す
る
場
合
に
は
、
損
害
保
険
会
社
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
を
相
手
方
と

す
る
場
合
に
は
、
損
害
保
険
会
社
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
を
相
手
方
と

し
、
そ
の
内
容
を
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し
、
そ
の
内
容
を
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

一

保
険
仲
立
人
に
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
に
関
し
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償

一

保
険
仲
立
人
に
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
に
関
し
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
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の
責
任
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
損
害
の
う
ち
一
定
の
事
由
に
よ

の
責
任
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
損
害
の
う
ち
一
定
の
事
由
に
よ

る
も
の
を
当
該
保
険
仲
立
人
が
賠
償
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
失
（
次
号

る
も
の
を
当
該
保
険
仲
立
人
が
賠
償
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
失
（
次
号

に
お
い
て
「
一
定
の
事
由
に
よ
る
損
失
」
と
い
う
。
）
が
て
ん
補
さ
れ
る
も

に
お
い
て
「
一
定
の
事
由
に
よ
る
損
失
」
と
い
う
。
）
が
て
ん
補
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

の
で
あ
る
こ
と
。

二

一
定
の
事
由
に
よ
る
損
失
の
額
が
一
定
の
金
額
を
超
え
る
場
合
に
限
り
そ

二

一
定
の
事
由
に
よ
る
損
失
の
額
が
一
定
の
金
額
を
超
え
る
場
合
に
限
り
そ

の
超
え
る
部
分
の
額
に
つ
き
損
失
が
て
ん
補
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は

の
超
え
る
部
分
の
額
に
つ
き
損
失
が
て
ん
補
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は

、
当
該
一
定
の
金
額
が
、
保
険
仲
立
人
の
業
務
の
状
況
及
び
保
険
契
約
者
等

、
当
該
一
定
の
金
額
が
、
保
険
仲
立
人
の
業
務
の
状
況
及
び
保
険
契
約
者
等

の
保
護
を
考
慮
し
て
金
融
庁
長
官
の
定
め
る
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

の
保
護
を
考
慮
し
て
金
融
庁
長
官
の
定
め
る
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三

当
該
保
険
仲
立
人
の
業
務
開
始
の
日
又
は
改
定
日
か
ら
一
年
以
上
の
期
間

三

当
該
保
険
仲
立
人
の
業
務
開
始
の
日
又
は
改
定
日
か
ら
一
年
以
上
の
期
間

に
わ
た
っ
て
有
効
な
契
約
で
あ
る
こ
と
。

に
わ
た
っ
て
有
効
な
契
約
で
あ
る
こ
と
。

四

金
融
庁
長
官
の
承
認
を
受
け
た
場
合
を
除
き
、
契
約
を
解
除
し
、
又
は
契

四

金
融
庁
長
官
の
承
認
を
受
け
た
場
合
を
除
き
、
契
約
を
解
除
し
、
又
は
契

約
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

約
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

そ
の
他
金
融
庁
長
官
の
定
め
る
要
件

五

そ
の
他
金
融
庁
長
官
の
定
め
る
要
件

２

前
項
の
賠
責
保
険
契
約
を
締
結
し
た
保
険
仲
立
人
が
法
第
二
百
九
十
一
条
第

２

前
項
の
賠
責
保
険
契
約
を
締
結
し
た
保
険
仲
立
人
が
法
第
二
百
九
十
一
条
第

一
項
の
保
証
金
の
一
部
の
供
託
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
額
と
し
て
内
閣
総
理

一
項
の
保
証
金
の
一
部
の
供
託
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
額
と
し
て
内
閣
総
理

大
臣
が
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
は
、
当
該
保
証
金
の
額
か
ら
二
千
万
円
を

大
臣
が
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
は
、
当
該
保
証
金
の
額
か
ら
四
千
万
円
を

控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
す
る
。

控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
す
る
。


